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学校開放事業における熱中症対策について 

 

日頃より学校開放事業にご協力をいただきありがとうございます。 

年々暑さが厳しさを増しておりますが、今夏においても例年以上に気温が高い日が続

くことが予想されます。 

つきましては、活動にあたり下記の事項に留意していただき、高温多湿となることが

予想される日や暑さ指数が高い場合には、活動時間の短縮や、活動中止を検討するなど

適切な判断をお願いします。 

 特に子どもや高齢者等、熱中症のリスクの高い方の活動にあたっては、より一層のご

配慮をお願いいたします。 

 

【熱中症事故を防止するための環境整備】 

・気温が高くなる前からの対策を行うこと 

・適切な水分補給や空調の利用などを行うこと 

・活動実施の判断には熱中症警戒アラートや暑さ指数を用いること 

(※環境省：熱中症予防情報サイト http://www.wbgt.env.go.jp/ ) 

 

【熱中症対策】 

・体温の上昇と脱水を抑え、暑い環境下に長時間いることを避ける 

※暑い時期はなるべく涼しい時間帯に運動するようにし、休憩を頻繁に入れるよう

ご配慮ください。 

・暑さに徐々に体を慣らしていく 

※体が暑さに慣れていない時期は熱中症事故のリスクが高まります。急に暑くなっ

た時期は、運動を軽くする、休憩を多くとるなど、徐々に運動強度や運量を増や

していく工夫を行ってください。 

・状況に応じて水分・塩分補給を行う 

・服装は軽装で透湿性や通気性の良いものにする 

 ※運動時に必要な装具は休憩時に外すか緩めるなどしてください。 

・下痢、発熱、疲労、睡眠不足、空腹など体調不良を感じるときは無理をしない 

・具合が悪くなったときは早めに運動を中止し、応急処置を行う 

次ページに続く→ 



【活動時の注意事項】 

 ・必要に応じて水分や塩分の補給が容易にできる環境を整えること 

※運動前の水分補給は、運動中の体温上昇を抑え、発汗を防ぐことが期待できます。

活動中や終了後も適宜水分等の補給を行い、クールダウンを心がけてください。 

 ・熱中症の疑いのある症状が見られた場合には、早期に水分・塩分の補給、体温の冷

却、病院への搬送等適切な処置を行うこと 

＜熱中症または熱中症が疑われるような症状が見られた場合＞ 

風通しのよい日陰、クーラーが効いている室内等へ避難させ、体温の冷却を行ってく

ださい。 

[冷却措置の例] 

・冷たい飲み物、シャーベット状の飲み物を摂り体の中を冷やす 

・衣服を緩める、脱がせる。 

・頸、腋下、鼠径部等の太い血管のある部分に氷やアイスパックを当てる。 

 ※手のひらや前腕を氷水等に入れて冷却する方法や、頭部・頸部の冷却も効果的と

言われています。 

・水道につないだホースで全身に水をかけ続ける。(水道水散布法) 

・氷水に全身を浸す。(冷水浴法) 

※簡易アイスバス(ブルーシート上に寝かせ、四角を持ち上げて体を氷水に漬ける) 

！体が水に沈みこまないよう安全上の十分な配慮が必要です。 

 

【こどもへの熱中症防止に関する指導】 

 ○こどもたち自らが体調管理等を行うことができるよう、帽子の着用や水分補給、体

調不良時の対応に関する適切な指導を行うこと 

 

スポーツなどの体を動かす状況では、それほど気温の高くない環境下でも熱中症を引

き起こすことがあります。また、室内や激しい運動をしていなくとも、個人の体力や体

調によって熱中症を引き起こすことがあります。屋内外を問わず、活動される方は自身

や周囲の体調に十分注意し、安全に活動を行ってください。 

また、各省庁も熱中症について情報を発信しております。スポーツに限ったものでは

ありませんが、参考にご覧ください。 
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熱中症が
増えています

予防のためのポイント

熱中症警戒アラートを活用しましょう
アラート発表時には、
●のどが渇く前に水分・塩分を補給しましょう
●エアコンを適切に使用しましょう
●高齢者等に声を掛けましょう
●不要不急の外出は避けましょう
●暑さ指数に応じて、外での運動は、
　原則、中止/延期をしましょう

停電時など、どうしても
エアコンが使えないときには

●日光を遮り、風通しをよくしましょう
●濡れたタオル等を肌に当て、うちわであおぎましょう
●できる限り、冷房設備が稼働しているところへ避難しましょう
●停電時の断水に備え、飲み水を備蓄しましょう
●電力需給ひっ迫時には、浴槽やバケツに水を貯めておきましょう

友達追加は
こちら➡

｢熱中症警戒アラート｣は
環境省のLINE公式アカウント
で確認することができます。

ALERT

熱中症は室内でも夜でも発生し、
命に関わる問題です
●無理な節電をせず、夜もしっかり使用しましょう
●日中はすだれなどで日差しを和らげるなど上手に使いましょう

エアコンをしっかり使いましょう
冷房

注意!
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熱中症予防情報サイト：熱中症警戒アラート・暑さ指数・熱中症予防に関する情報

高齢者等の屋内における熱中症対策の強化

●高齢者のための熱中症対策

政府の熱中症対策

管理者がいる場等における熱中症対策の促進

地域における連携強化

その他

●学校関係の熱中症情報 ●農作業中の熱中症対策

●熱中症に関連する気象情報

●災害時情報提供アプリ「Safety tips」

●エアコンの早期の試運転
　について

●ヒートアイランド対策

●スポーツの熱中症対策 ●防災における熱中症対策

For iPhoneFor Android

〈リーフレット〉

●夏季における熱中症による
　救急搬送状況

●健康・医療関係の熱中症情報

●学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場における熱中症予防情報

●無理のない省エネ生活 マイボトルで
熱中症予防を！

〈リーフレット〉

環境省内閣府 こども家庭庁 消防庁 厚生労働省 気象庁国土交通省農林水産省文部科学省 観光庁スポーツ庁 経済産業省
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